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差
し
押
さ
え
を
強
化

滞
納
は
許
し
ま
せ
ん

滞
納
は
許
し
ま
せ
ん

市
税
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
に
使
わ
れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

市
税
の
滞
納
は
、
こ
の
よ
う
な
財
源
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
整
理
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
市
に
と
っ
て

は
大
き
な
損
失
に
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
市
民
全
体
の
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

市
税
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
に
使
わ
れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

市
税
の
滞
納
は
、
こ
の
よ
う
な
財
源
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
整
理
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
市
に
と
っ
て

は
大
き
な
損
失
に
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
市
民
全
体
の
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

　

市
が
提
供
す
る
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
税
が

主
な
財
源
の
一
つ
で
す
。

　

市
税
の
滞
納
は
、市
の
財
政
を
圧
迫
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
、
納

期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
大

多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
の
送
付
な

ど
の
経
費
に
余
分
な
税
金
を
使
う
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
市
税
の
収
納
率
は
、
平

成
21
年
度
決
算
（
現
年
課
税
分
、
国
民
健

康
保
険
税
を
除
く
）
で
96
・
9
％
と
、
県

内
で
も
極
め
て
低
い
値
で
す
。滞
納
額
は
、

市
税
で
約
２
億
2
千
万
円
（
平
成
21
年
度

決
算
）
に
も
上
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ
り
な
が
ら
市
税

を
納
付
し
よ
う
と
し
な
い
滞
納
者
に
対
し

て
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
等
）
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
６
月
か
ら
、
市
と
県
が
税
の

収
納
対
策
に
協
力
す
る
「
併
任
人
事
交
流

制
度
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
取
り
組

【特集】滞納は許しません

電卓の数値は、平成 21 年度決算の
滞納額です。

み
の
一
環
と
し
て
県
と
市
の
税
務
職
員
が

協
力
し
て
、
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
差
し
押
さ
え
を
よ
り
迅
速
に

　

市
で
は
、
滞
納
者
に
つ
い
て
、
財
産
調

査
（
預
貯
金
調
査
、
生
命
保
険
調
査
、
不

動
産
所
有
状
況
の
調
査
、
勤
務
先
へ
の
給

与
支
給
状
況
の
調
査
な
ど
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
、
多
く
の
滞
納
者
の

財
産
調
査
等
が
可
能
に
な
る
「
滞
納
管
理

シ
ス
テ
ム
」導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、滞
納
者
の
財
産
調
査
か
ら
、

差
し
押
さ
え
ま
で
の
手
続
き
を
、
よ
り
迅

速
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

財
産
調
査
で
財
産
が
発
見
で
き
な
い
場

合
な
ど
は
、
滞
納
者
の
自
宅
な
ど
を
捜
索

し
ま
す
。
捜
索
時
に
発
見
し
た
財
産
は
、

差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
「
捜
索
」
は
、
税
を
徴
収
す
る
職
員
に

認
め
ら
れ
た
権
限
で
す
。
警
察
が
行
う
捜

査
の
場
合
と
異
な
り
裁
判
所
の
令
状
は
不

要
で
す
。

延
滞
金
は
14
・
6
％
で
す

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た

場
合
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
方
と
の

公
平
を
図
る
た
め
、
延
滞
金
は
、
必
ず
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
未
納
税
額
に
対
し
て
年

14
・
６
％
の
割
合
（
※
滞
納
し
た
税
金

１
万
円
に
つ
い
て
１
日
当
た
り
４
円
）
で

計
算
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
で
お

金
を
借
り
る
よ
り
、
は
る
か
に
高
い
率
で

す
。
延
滞
金
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
か
っ
た
こ
と
へ
の
罰
則
的
な
意
味
合
い

も
あ
り
ま
す
（
※
納
期
限
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

の
割
合
に
つ
い
て
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
）。

●
24
時
間
納
付
可
能
で
す

　

市
税
等
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
度
手

続
き
す
る
だ
け
で
、
自
動
的
に
納
期
限
日

に
指
定
口
座
か
ら
市
税
等
が
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。納
付
に
出
か
け
る
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
4
月
か
ら
は
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
約
4
万
４
０
０
０
店

で
市
税
等
を
納
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

休
日
、
夜
間
等
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も

市
税
等
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
忙

し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
言
い
逃

れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

早朝差し押さえに向かう職員に訓示する村岡市長

広報えびの　2
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収納率の向上に取り組みます 悪質な滞納は許しません

　市と県の税務職員が協力して差し押さえ等の滞
納処分を進めています。
　今年度は、滞納管理システムの導入により、一
元的に滞納者の情報を管理でき、滞納整理で問題
となっている案件を確実に処理できるように取り
組んでいます。
　今後は、公平公正な税務行政が構築できるよう
税務課一丸となって、市税の増収と収納率の向上
を図っていきます。

　平成 21 年 6 月から県と市が税の収納対策に協
力する「併任人事交流制度」に取り組んでいます。
　西諸管内の収納率は県下でも極めて低い方です。
　納期前になると相談に来ては、納付の約束をし
て帰り、その後、納付がないなどの悪質な滞納者
もいます。
　再三の連絡にも応じてもらえない場合は、まじ
めに納めている方との公平性を保つため、差し押
さえ等の措置をとっていきます。

小林県税・総務事務所
所長　中間茂俊

えびの市税務課
課長　堀川純一

納税・滞納処分Q＆A
こんな話をよく聞きます

Q1 Q4

答 答

借金があるから税金が払えません 差し押さえの前に自宅訪問はしない
の？

法律によって、税金は全ての債務（借金含む）
に優先すると定めてあります。個人債務より
税金が優先されます。（地方税法第 14 条）

差し押さえ等をするにあたり、自宅訪問して
納税を催告する行政サービスは原則として行
いません。税は、納期内での自主納付が大原
則です。督促状発送日から 10 日経過しても
納付がない場合は、差し押さえ等の対象とな
ります。
差し押さえ等が行われるまでには、必ず事前
に督促状などの通知が送付されています。
これらの通知には、「滞納金額の納付期限」
などの重要事項が記載されています。
故意に通知の内容を確認しなかったり、確認
しても対応せず滞納が続いた場合、差し押さ
え等を行います。

Q2

Q3

答

答

いきなり差し押さえされた
あんまりではないか

個人の財産を勝手に調べて、差し押
さえされた。
プライバシーの侵害ではないか

税は納期内納付が大原則です。督促状発送日
から 10 日を経過した日までに完納しない時
は「差し押さえをしなければならない」と明
示してあります。（地方税法第 331 条）

税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に
基づき財産すべてに対する調査権限が発生し
ます。この権限により調査を受けた金融機関
等の関係機関は、協力しなければなりません。
また、財産の調査は、個人情報保護法に一切
抵触しません。

Q5

答

小額滞納でも差し押さえはするの？

金額の大小に関わらず差し押さえ等を行い
ます。「小額の滞納だから差し押さえられな
いはず…」といった考えはおやめください。

　

滞
納
処
分
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て

は
、
滞
納
者
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

公
売
前
に
滞
納
額
の
全
額
納
付
が
あ
れ

ば
差
し
押
さ
え
物
件
は
返
却
し
ま
す
。

●
事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納

期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
納
期
内
に
市
税
務
課
収
納
対
策
室

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
等

を
聞
き
取
っ
た
う
え
で
、
徴
収
の
猶
予
な

ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

虚
偽
の
申
し
出
や
納
付
計
画
を
守
ら
ず
、

不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。

　

市
税
務
課
で
は
、
今
後
も
、
収
入
や
財

産
が
あ
る
の
に
納
め
な
い
滞
納
者
に
は
、

き
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
、
滞
納
処
分

を
執
行
し
ま
す
。
事
情
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
ま

ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

市
税
務
課
収
納
対
策
室

　
　

☎
35
‐
１
１
１
１

　
　

内
線
２
１
２
・
２
１
５
・
２
１
７

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た

方
に
は
、ま
ず
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日
か
ら
起

算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ
の

税
金
を
完
納
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
市

は
滞
納
者
の
財
産
（
預
金
、
給
与
、
生
命

保
険
、
不
動
産
、
自
動
車
、
動
産
〈
電
化

製
品
や
美
術
品
、
貴
金
属
等
〉）
を
差
し

押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
差
し
押
さ
え
の

た
め
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
上
写
真
参
照
）

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
と
は
、差
し
押
さ
え
た
自
動
車
を
運
行
、

使
用
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
（
国
税
徴
収

法
第
71
条
）
と
し
て
運
行
不
能
状
態
に
す

る
も
の
で
す
。

　

差
し
押
さ
え
の
た
め
に
家
宅
捜
索
を

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
家
宅
捜
索
と

は
、
財
産
調
査
等
で
滞
納
者
の
財
産
が
発

見
で
き
な
い
場
合
等
、
警
察
と
十
分
連
絡

を
と
っ
て
強
制
的
に
滞
納
者
宅
に
踏
み
込

み
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産
を
探
す
も

の
で
す
。
滞
納
者
の
意
思
に
関
係
な
く
実

施
し
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
、
自
動
車
、

動
産
な
ど
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

（Y
ahoo!

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
な
ど

を
活
用
し
て
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
税
金

に
あ
て
ま
す
。

【特集】滞納は許しません

納
期
内
に
納
付
を

I n t e r v i e w I n t e r v i e w

タイヤロック装着訓練。タイヤロック装置や封印を破棄した場合は、刑法第 96 条の封印等破棄罪が適用されます



防ごう鳥インフルエンザ
高病原性鳥インフルエンザに対する防疫徹底のお願い

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
宮
崎
県

内
の
養
鶏
場
で
、
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
相
次
い
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
に
は
昨
年
の

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

結
束
力
と
関
係
各
位
の
ご
協
力

で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
結
束
力
が
あ
れ
ば
、

えびの市長
村岡隆明

●
養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
へ

○
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
隙
間
や
穴
、
鶏

舎
の
破
損
等
が
な
い
か
の
確
認
を

徹
底
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

○
鶏
舎
の
周
辺
に
配
合
飼
料
の
残

り
や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
野
生
生
物
の

エ
サ
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
こ

と
。 

○
鶏
舎
の
出
入
り
に
当
た
っ
て

は
、
必
ず
作
業
服
を
着
替
え
、
長

靴
の
履
き
替
え
を
行
う
と
と
も
に

（
長
靴
の
踏
み
込
み
消
毒
の
み
で

【お問い合わせ先】
市役所税務課市民税係
☎ 35-1111（内線 213・216）

宮崎県内の養鶏場で、高病原性鳥インフルエンザが確認されました（2 月 10 日現在）。
市内での発生を未然に防ぐためにも以下のことの徹底をお願いします。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

畜
産
農
林
課
畜
産
振
興
室

　

☎
35
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
２
２
・
２
３
６

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
え
び
の

市
へ
の
侵
入
は
未
然
に
防
げ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

畜
舎
で
の
消
毒
、
自
宅
で
の

消
毒
な
ど
防
疫
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
畜
防
疫

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
の
対

応
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

は
不
足
で
す
）、
手
指
消
毒
を
徹

底
す
る
こ
と
。 

○
農
場
の
出
入
り
口
で
の
車
両
消

毒
（
車
内
、
運
転
手
含
む
）
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
鶏
舎
周
辺
の

石
灰
に
よ
る
消
毒
を
励
行
す
る
こ

と
。 

○
給
水
用
の
水
は
原
則
と
し
て
水

道
水
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
水
を

使
用
す
る
場
合
に
は
消
毒
を
行
う

こ
と
。 

○
特
に
必
要
の
な
い
人
、
車
両
等

の
農
場
へ
の
出
入
り
を
制
限
す
る

こ
と
。 

○
鶏
の
健
康
状
態
を
こ
ま
め
に
観

察
し
、
死
亡
羽
数
の
増
加
、
産
卵

率
の
低
下
等
の
異
常
が
見
ら
れ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
県
家
畜
保

健
衛
生
所
に
連
絡
す
る
こ
と
。

●
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

○
畜
産
関
連
の
事
業
者
に
お
い
て

は
、
事
業
所
内
で
の
従
業
員
や
車

両
等
の
消
毒
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で

の
車
両
消
毒
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
農
場
に
出
入
り
す
る
際
は
、

必
ず
車
両
消
毒
（
車
内
、
運
転
手

含
む
）、
人
（
特
に
靴
底
）
の
消

毒
を
徹
底
す
る
こ
と
。

●
市
民
の
皆
さ
ん
へ 

○
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
車
両

の
消
毒
や
公
共
施
設
等
、
人
が
多

く
集
ま
る
場
所
で
の
消
毒
に
積
極

的
に
協
力
す
る
こ
と
。 

○
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
以
外
は

農
場
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
努

め
、
や
む
を
得
ず
出
入
り
す
る
場

合
に
は
必
ず
十
分
な
消
毒
を
行
う

こ
と
。 

○
野
鳥
の
フ
ン
が
靴
の
裏
や
車
両

に
付
く
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
他
の
地
域

へ
運
ば
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
野
鳥
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
こ

と
。
特
に
、
靴
で
フ
ン
を
踏
ま
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
、
必
要
に
応

じ
て
消
毒
を
行
う
こ
と
。

●
鶏
肉
・
卵
は
安
全
で
す

○
食
品
安
全
委
員
会
で
は
、
わ
が

国
の
現
状
に
お
い
て
は
、
鶏
肉
、

鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人

に
感
染
す
る
可
能
性
は
な
い
と
の

見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、

こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
に
感
染
し
た

例
は
世
界
的
に
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
海
外
で
人
が
感
染
し
た
例

は
、
病
鳥
と
密
接
に
接
触
し
た
人

が
感
染
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
）。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
や

１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
の
所
有

者
、
市
町
村
で
登
録
さ
れ
て
い
る

バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者
で
あ
れ

ば
、
4
月
2
日
以
降
に
売
却
し
た

り
、
廃
車
し
た
り
し
て
も
、
そ
の

年
度
分
は
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
。
逆
に
、
4
月
2
日
以
降
に
軽

自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、
そ
の

年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

所
有
者
（
使
用
者
）
で
あ
る
か

ど
う
か
は
、
4
月
1
日
現
在
の
運

輸
支
局
や
え
び
の
市
で
の
登
録
状

況
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
し

た
場
合
は
名
義
変
更
の
手
続
き

を
。
車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く
な
っ

た
り
、
事
故
等
に
よ
り
使
用
不
能

に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
登
録

抹
消
（
廃
車
）
の
手
続
き
を
3
月

31
日
ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

の
届
け
出
と
は
別
に
税
務
課
に
も

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
が
そ

の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

住
所
の
変
わ
っ
た
方
も
、
車
検

証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

名
義
変
更
や
登
録
抹
消
（
廃

車
）、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
、

自
動
車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に

頼
ん
だ
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
が

完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

頼
ん
だ
つ
も
り
で
も
、
頼
ん
だ

先
（
代
行
先
）
が
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
し

て
、
手
続
き
が
4
月
1
日
に
間
に

合
わ
ず
、
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車
（125cc 以下のバイク）

小型特殊自動車
（農耕用トラクターなど）

えびの市役所税務課
電話 35-1111
または
飯野出張所・真幸出張所

●使用者の印鑑
●車体番号の分かるもの
●ナンバープレート

（紛失された場合でも廃車は可能です）
※名義変更の場合は前の使用者の印鑑
も必要
※名義変更だけの場合はナンバープレ
ートは不要

軽自動車
二輪（126cc ～ 250cc） 
三輪 
四輪乗用（軽乗用車等） 
四輪貨物

（軽トラック・軽バン等）

宮崎県軽自動車協会
宮崎市本郷北方 2729-31
電話 0985-51-3070

詳しくは、宮崎県軽自動車協会へお問
い合わせください。

二輪の小型自動車
（251cc 以上のバイク）

宮崎運輸支局
宮崎市本郷北方 2735-3
電話 050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局へお問い合わ
せください。

○軽自動車税に関する手続き場所

※軽自動車や 2 輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場もしくは宮崎県自家用
自動車協会小林支部にご相談ください。

【宮崎県自家用自動車協会小林支部】　
小林市大字堤 2936（小林警察署裏側）　☎ 23-2445

市
民
一
丸
と
な
っ
て
防
疫
を

広報えびの　67　ebino　city　public　relations.　2011.02

鶏肉・鶏卵は安心して食べられます
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生きながら生まれ変わる 第 20回人権を考える市民のつどい

人権意識の高揚を目的に 人権啓発標語入賞作品決定

野
小
４
年
）【
優
秀
賞
】
羽
田

野
眞
鈴
（
飯
野
小
５
年
）、
池

田
圭
（
上
江
小
６
年
）、
小
野

清
香
（
加
久
藤
小
６
年
）、
丸

尾
凱
人（
尾
八
重
野
分
校
４
年
）

○
中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】
小
野
未
来
（
真

幸
中
３
年
）【
優
秀
賞
】
野
田

明
日
香
（
飯
野
中
３
年
）、
宮

原
佑
輔
（
上
江
中
２
年
）、
永

満
亜
莉
沙
（
加
久
藤
中
２
年
）、

末
原
明
日
実
（
真
幸
中
３
年
）

○
一
般
の
部
（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】
長
崎
照
子
（
大

明
司
区
）【
最
優
秀
賞
】
瀬
戸

崎
日
出
子
（
駅
前
区
）、
上
水

正
喜
（
東
内
竪
区
）

部
落
差
別
撤
廃
・
人
権
擁

護
都
市
宣
言
か
ら
10
年
、

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

が
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
市
制
施
行
40
周
年
と

い
う
節
目
の
年
に
も
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
さ
ら
な
る
人

権
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
人

権
啓
発
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

入
賞
者
は
、
第
20
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
お
よ
び

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】
高
下
暖
生
（
飯

分
が
あ
る
と
、
つ
ら
く
、
寂
し

か
っ
た
幼
少
期
か
ら
の
体
験
を

交
え
講
演
し
ま
し
た
。

　

途
中
、「
岸
壁
の
母
」、「
ヨ

イ
ト
マ
ケ
の
歌
」
も
披
露
。
会

場
は
大
き
な
感
動
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
参
加
者
は

「
米
良
さ
ん
の
『
人
は
み
ん
な

家
族
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人

が
い
る
け
ど
み
ん
な
つ
な
が
り

が
あ
り
、
私
は
そ
う
思
い
な
が

ら
人
と
接
し
て
い
ま
す
』
と
い

う
言
葉
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
人
と
接
す
る
時
は
米
良
さ

ん
の
考
え
方
を
参
考
に
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
20
回
人
権
を
考
え
る
市

民
の
つ
ど
い
が
、
1
月

23
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
約
６
０
０
人
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
人
権
・
同

和
問
題
に
対
す
る
市
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

講
師
に
は
、
宮
崎
県
西
都
市

出
身
の
歌
手
、
米
良
美
一
さ
ん

が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

米
良
さ
ん
は
「
生
き
な
が
ら

生
ま
れ
変
わ
る
」
の
演
題
で
、

人
生
の
師
と
も
い
え
る
人
た
ち

と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
今
の
自

自分の体験談を交えながら講演する米良さん

人権啓発標語入賞作品（敬称略）

降灰に備えましょう 霧島山新燃噴火

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
（
防

災
科
学
技
術
研
究
所
発
行
【
火

山
灰
の
健
康
影
響
】）。

【
降
灰
が
ひ
ど
い
時
の
予
防
策
】

○
で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

○
外
出
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
マ
ス
ク
、
帽
子
、
長
袖
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
傘
な
ど
も

利
用
し
ま
し
よ
う
。

○
火
山
灰
の
清
掃
作
業
を
行
う

人
は
、
マ
ス
ク
（
で
き
れ
ば
防

塵
マ
ス
ク
）
と
ゴ
ー
グ
ル
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

市
総
務
課 

防
災
対
策
係 

内
線
３
１
３
・
３
１
６

霧
島
山
（
新
燃
岳
）
で
は
、

噴
火
活
動
が
現
在
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

【
健
康
へ
の
影
響
は
】

　

ほ
と
ん
ど
の
噴
火
で
は
、
火

山
灰
が
健
康
被
害
を
起
こ
す
こ

と
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
量
の
火
山
灰
に
さ
ら
さ

れ
た
場
合
は
、
せ
き
の
増
加
な

ど
呼
吸
器
系
へ
の
影
響
、
目
の

痛
み
や
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
が

あ
り
ま
す
。
火
山
灰
が
酸
性
の

た
め
、
ま
れ
に
皮
膚
の
炎
症
を

起
こ
す
人
も
い
ま
す
。

　

ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支
炎
、
肺

気
腫
な
ど
肺
に
問
題
が
あ
る
人

や
深
刻
な
心
臓
疾
患
が
あ
る
人

1 月 26 日に噴火した新燃岳（撮影：市役所屋上）

人権啓発標語 氏名
ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな 高下暖生

考えよう　相手の気持ち　自分の言葉 羽田野眞鈴

ぼくはいや　いじめするのも　されるのも 池田圭

人はみな　ちがっているから　おもしろい 小野清香

あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく 丸尾凱人

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう 小野未来

「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる　 野田明日香

えびの市は　みんながみんな　ジンケンジャー 宮原佑輔

思いやり　一つの言葉で　救われる 永満亜莉沙

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉 末原明日実

思いやり　育む町を　次世代に 長崎照子

やさしさと　明るい笑顔の　支え合い 瀬戸崎日出子

共に生き　みなで築こう　人権のまち 上水正喜

○霧島山（新燃岳）の噴火警戒レベル（気象庁発行リーフレットより転載）

予報警報 対象範囲 レベル
説明

火山活動の状況 住民等の行動 想定される現象

噴火警報

居住地域
および
それより
火口側

レベル５
（避難）

居住地域に重大な被害を及ぼす
噴火が発生、あるいは切迫して
いる状態にある。

危険な居住地域からの避難
等が必要。

●噴石や火砕流、溶岩流が居住地域に到達、あるいは切
迫している

【享保年間の噴火の事例】
1716 年～ 17 年：火砕流が約 3.5kmまで到達

レベル４
（避難準備）

居住地域に重大な被害を及ぼす
噴火が発生すると予想される

（可能性が高まっている）。

警戒が必要な居住地域での
避難の準備、災害時要援護
者の避難等が必要。

●噴火活動の高まり、有感地震多発や顕著な地殻変動等
により、噴石や火砕流、溶岩流が居住地域に到達するよ
うな噴火の発生が予想される
【過去事例】

有史以降の事例なし
●火口から概ね 2.5km以内に噴石飛散
【過去事例】

有史以降の事例なし

火口周辺
警報

火口から
居住地域
近くまで

レベル３
（入山規制）

居住地域の近くまで重大な影響
を及ぼす（この範囲に入った場
合には生命に危険が及ぶ）噴火
が発生、あるいは発生すると予
想される。

住民は通常の生活。状況に
応じて災害時要援護者の避
難準備等。登山禁止や入山
規制等危険な地域への立入
規制等。

●火砕流が火口から概ね 2km 以内に到達する可能性
【過去事例】

明確な記録なし
●火口から概ね 2km 以内に噴石飛散

【1959 年噴火の事例】
2 月：山頂西側の斜面で割れ目噴火、1 ～ 2km 程度まで
噴石飛散

火口周辺
レベル２

（火口周辺
規制）

火口周辺に影響を及ぼす（この
範囲に入った場合には生命に危
険が及ぶ）噴火が発生、あるい
は発生すると予想される。

住民は通常の生活。
火口周辺への立入規制等。

●小噴火が発生し、火口から概ね 1km 以内に噴石飛散
【過去事例】

明確な記録なし
●小噴火の発生が予想される

【1991 年の事例】
1991 年 11 月～ 1992 年 2 月：火山性地震や火山性微動
が増加、ごく小規模噴火

噴火予報 火口内等 レベル１
（平常）

火山活動は静穏。
火山活動の状態によって、火口
内で火山灰の噴出等が見られる

（この範囲に入った場合には生命
に危険が及ぶ）。

状況に応じて火口内への立
入規制等。

●火山活動は静穏、状況により火口内に影響する程度の
噴出の可能性あり

注）新燃岳の警戒レベルは 3 です。新燃岳噴火口から４Ｋｍ以内が立入制限区域となっています。（2 月 10 日現在）
注）状況に応じて制限区域などの変更があります。
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（モヤシの彩り塩昆布あえ）

vol.34

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
市
食
生
活
改

善
推
進
員
で
つ
く
っ
た
「
モ
ヤ
シ
の
彩
り
塩
昆

布
あ
え
」
で
す
。

　

モ
ヤ
シ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
を
含
ん
だ

ヘ
ル
シ
ー
な
食
品
で
す
。
中
で
も
カ
リ
ウ
ム
や

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
な
ど

を
含
ん
で
い
ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
食
品
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
細
切
り
塩
昆
布
を
使

い
、
簡
単
に
味
を
つ
け
る
と
こ
ろ
で
す
。
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
と
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

【紹介者】　えびの市食生活改善推進員

吉永郁子さん　米倉サエ子さん　松枝幸子さん

レ シ ピ

r e c i p e

【材料】（4 人分）
モヤシ・・・・・・・・・・・・・1 袋
ニンジン・・・・・・・・・・・1/2 本
シメジ・・・・・・・・・・・1 パック
キュウリ・・・・・・・・・・・・1 本
ブロッコリー・・・・・・・　小 1/2 株
細切り塩昆布・・・・・・・・大さじ 2
白ゴマ・・・・・・・・・・・・・少々
ゴマ油・・・・・・・・・・・小さじ 1
塩（塩もみ用）・・・・・・・・・・少々

【作り方】
❶ニンジン、モヤシ、シメジ、ブロッ
コリーはさっとゆで、粗熱をとる。

❷キュウリは塩もみして絞り、ボウル
に入れる。

❸❷のボウルに塩昆布と白ゴマ、ゴマ
油を入れ、ゆでた野菜とあえる。

今年の飯野植木市

日　時
平成 23年 3月 5日（土）～ 6日（日）
5日：午前 10時～午後 5時
6日：午前 9時～午後 5時

会　場 飯野出張所周辺通り

備　考 当日は、道路の渋滞が予想されます。なるべく公
共交通機関をご利用ください。
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飯
野
植
木
市

写
真
／
２
０
１
０
年
飯
野
植
木
市

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino
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vol.71◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

尾八重野分校での地区民総出の運動会

　

尾
八
重
野
地
区
は
、
霧
島
山
の

す
そ
野
標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の

高
台
に
あ
り
、
高
冷
地
野
菜
や
畜

産
が
中
心
の
畑
作
地
帯
で
す
。

　

尾
八
重
野
地
区
は
、
戦
後
の
開

拓
事
業
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
21
年
当
時
は
、
１
２
０
戸

の
入
植
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
51
戸
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
尾
八
重
野
分
校
を
中

心
に
文
化
、
産
業
の
発
展
を
遂
げ

て
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
は
、
尾
八
重
野
分

発展し続ける
尾八重野地区

（尾八重野自治公民館）

校
の
運
動
会
や
地
区
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
を
と
お
し
て
地
区
民
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
11
月
3

日
の
文
化
の
日
に
は
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
盆
踊
り
等
も
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
人
口
が
減
少
し
た

た
め
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

産
業
面
で
は
、
数
年
前
か
ら
畑

か
ん
の
モ
デ
ル
事
業
（
県
営
畑
地

帯
総
合
整
備
事
業
）
が
進
展
中
で

す
。

　

今
後
は
、
畑
か
ん
の
水
を
利
用

し
て
、
ハ
ウ
ス
等
の
経
営
も
行
わ

れ
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
尾
八

重
野
地
区
の
発
展
、
活
性
化
を
目

指
し
て
、
地
区
民
全
体
で
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
霧
島
市
の
「
新
燃

岳
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
燃
岳
は
約
１
万
７
０
０
０

年
前
ま
で
に
そ
の
山
体
は
完
成

し
ま
し
た
が
、
１
７
１
６
～

１
７
１
７
年
、
１
８
２
２
年
、

１
９
５
９
年
な
ど
噴
火
記
録
が

残
っ
て
お
り
、
歴
史
時
代
に

入
っ
て
か
ら
再
び
活
動
を
始
め

た
た
め
、「
新
燃
岳
」
の
名
が

付
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

頂
部
に
は
直
径
約
７
０
０
㍍

の
火
口
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の

噴
火
ま
で
は
、
火
口
内
に
は
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
火
口
湖

が
あ
り
ま
し
た
。

　

火
口
の
南
縁
に
あ
る
2
つ
の

大
岩
は
「
天
狗
岩
」
ま
た
は
「
う

さ
ぎ
の
耳
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

新
燃
岳
の
山さ

ん
ろ
く麓

部
に
は

１
７
１
６
～
１
７
１
７
年
の
噴

火
の
際
に
発
生
し
た
火
砕
流
に

巻
き
込
ま
れ
て
炭
化
し
た
樹

幹(

炭
化
木)

が
多
数
見
ら
れ
、

こ
の
噴
火
の
前
に
は
極
め
て
豊

か
な
森
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
火
山
活
動
が
活
発
に

な
り
、
霧
島
山
の
縦
走
は
で
き

ま
せ
ん
。噴
石
・
火
砕
流
を
伴
っ

た
噴
火
が
あ
り
ま
す
。
危
険
で

す
の
で
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
新
燃
岳

県知事受賞作品と川崎さん

尾八重野
自治公民館長
重富輝夫さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

川崎キミ子さん

　
「
古
い
着
物
と
古
布
の
端
切
れ

を
和
服
か
ら
洋
服
へ
少
し
ず
つ
変

え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、

洋
服
の
表
情
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
い
く
の
が
楽
し
い
」
と
語
る
の

は
、
趣
味
で
和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム

（
手
芸
）
を
し
て
い
る
川
崎
キ
ミ

子
さ
ん
（
飯
野
麓
区
）
で
す
。

　

川
崎
さ
ん
が
和
服
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
始
め
た
の
は
麓
区
の
高
齢
者

ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
今
で
は
、
始
め
て
10
年
に

な
り
ま
す
。

　

作
っ
た
作
品
は
、
産
業
文
化
祭

等
に
出
展
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
12
月
19
日
に
は
「
第
43
回
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
作
品
展
示
会
」

で
県
知
事
賞
を
受
賞
。
平
成
22
年

12
月
20
日
に
は
、「
栄
誉
賞
」
を

受
賞
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

　

空
い
た
時
間
に
洋
裁
部
屋
で
古

布
と
向
き
合
い
ま
す
。「
デ
ザ
イ

ン
を
決
め
、
古
い
着
物
を
ほ
ど
い

た
り
、
古
布
等
を
集
め
た
り
、
作

品
を
作
る
の
に
約
1
か
月
か
か
り

ま
す
」

　

手
慣
れ
て
い
て
も
苦
慮
す
る
そ

う
で
「
生
地
と
生
地
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
作
る
た
め
、
配
色
す
る
の

が
難
し
い
で
す
」

　
「
生
地
を
少
し
縫
い
合
わ
せ
て

は
、
ア
イ
ロ
ン
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
繰
り
返
し
で
、
作
っ
て

い
く
と
仕
上
が
り
が
格
段
に
違
い

ま
す
」
と
作
品
作
成
の
コ
ツ
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

和服のリフォームを
元気で末永く続けていきたい

　
「
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
中
で
仲
間

と
楽
し
く
作
品
を
作
る
こ
と
が
楽

し
い
で
す
。
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
で
目
標
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
『
親
し

み
の
あ
る
作
品
の
製
作
』
と
考
え

て
い
ま
す
。
和
服
リ
フ
ォ
ー
ム
を

元
気
で
末
永
く
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

かわさき・きみこ／ 78 歳／飯野麓区
／主婦／高齢者クラブに入ったことが
きっかけで、和服リフォームを始める。
趣味は、友人との食事会

Kawasaki　Kimikoそ
の
17

火口の南縁にある天狗岩（噴火前）

エメラルドグリーンの火口湖（噴火前）
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1
月
14
日
、
市
内
各
地
で
餅も

っ
か
ん
じ
ん

勧
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

餅
勧
人
は
、
厄
年
に
あ
た
る
男
女
が

行
う
厄
払
い
の
行
事
で
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
を
祈
願
す
る
愉
快
な
伝
統
奇

祭
で
す
。

　

厄
年
の
男
女
は
、
仮
装
を
し
、
に
ぎ

や
か
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
友
人
や
知
人

の
家
を
回
り
、
家
の
中
で
踊
り
な
が
ら

厄
を
払
い
ま
す
。
訪
問
宅
で
は
、
お
礼

に
焼
酎
を
振
る
舞
い
、
踊
り
手
は
焼
酎

を
飲
み
ほ
し
ま
す
。

　

今
年
厄
を
迎
え
た
男
性
は
「
家
を
回

る
う
ち
に
、
飲
み
過
ぎ
、
最
後
の
方
は

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
厄
が
払
え

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
16
日
、
飯
野
駅
前
地
区
体
育
館

で
第
46
回
え
び
の
市
青
少
年
育
成
剣
友

会
冬
季
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
の
小
中
学
生
剣
士
31

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会（
市
青
少
年
育
成
剣
友
会
主
催
）

は
、心
身
の
育
成
と
剣
道
技
術
の
向
上
、

市
内
の
剣
士
と
の
交
流
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
市
長
は
「
こ
の
寒
い
中
の
け

い
古
や
試
合
の
経
験
が
、
将
来
、
役
に

立
つ
日
が
き
ま
す
。
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
剣
士
の
気
合
い
の

入
っ
た
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
16
日
、
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
復
興
イ
ベ
ン
ト

自
治
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
本
選
が
、
永
山
運
動
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
各
地
区
の
代
表
を
決
め

る
地
区
大
会
が
行
わ
れ
、
予
選
を
勝
ち

残
っ
た
19
チ
ー
ム
95
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
内
で
異
世
代
間

の
交
流
の
場
が
少
な
く
な
り
、
ふ
れ
あ

う
機
会
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
て
異
世
代
間
の
き
ず
な
を
強

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
20
代
の
選
手
は
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
よ
く
、
み
ん
で
楽
し
く
競
技

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

つばぜり合いで間合いをうかがう選手

踊りながら厄を払う餅勧人（西川北区）

参加者は世代を越えて、プレーを楽しみました

　

1
月
22
日
、
23
日
、
王
子
原
球
場
と

真
幸
地
区
体
育
館
を
会
場
に
え
び
の
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
有
名
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
一
層
ス

ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

22
日
に
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
の
川
崎
宗
則
さ
ん
、
23
日
に
は
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
朝
日
健
太
郎
さ
ん

が
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
教
室
の
参
加
者
は
「
ス
パ
イ

ク
の
練
習
で
、
朝
日
さ
ん
に
ト
ス
を
上

げ
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り
ト
ス
を
高
く

上
げ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
で
難
し

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
18
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
新

春
地
域
・
交
通
安
全
の
つ
ど
い
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
に
は
、
市
内
の
27
団
体
、
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
長
（
え
び
の
市
交
通
対
策
協
議
会

会
長
）
は
「
市
内
で
は
、
平
成
20
年
6

月
29
日
か
ら
今
日
ま
で
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
最
長
記
録
で
す
。
今
年
も
死

亡
事
故
が
な
い
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
え
び
の
警
察
署
の
職

員
か
ら
え
び
の
市
内
の
事
件
・
事
故
の

現
状
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

朝日選手がジャンプサーブを披露しました

「がんばろう」を三唱する参加者

　

2
月
5
日
、
6
日
の
2
日
間
、
京
町

温
泉
駅
前
通
周
辺
で
、
京
町
二
日
市
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
町
温
泉
駅
前
か
ら
約
2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
歩
行
者
天
国
に
は
、
植
木
、
骨

董
、
特
産
品
な
ど
約
４
５
０
店
も
の
露

天
が
並
び
、
約
20
万
人
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

二
日
市
は
、
90
年
余
り
の
歴
史
が
あ

る
南
九
州
最
大
の
買
い
物
市
で
大
正
9

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

駅
前
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
理
容

組
合
に
よ
る
頭
皮
チ
ェ
ッ
ク
や
無
料
ネ

イ
ル
磨
き
コ
ー
ナ
ー
等
た
く
さ
ん
の
催

し
も
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

たくさんの人でにぎわう京町二日市

　

1
月
27
日
、
第
1
回
宮
崎
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
大
会
（
1
月
9
日
開
催
）
に

出
場
し
た
選
手
13
人
が
市
長
を
訪
問
。

大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駅
伝
は
、
市
町
村
交
流
の
活
性

化
、
郷
土
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

監
督
の
三
浦
近
男
さ
ん
は
「
繰
り
上

げ
ス
タ
ー
ト
も
な
く
完
走
で
き
ま
し

た
。
選
手
の
み
ん
な
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。
結
果
は
、
市
郡
の
部
で
12
位
で

し
た
」
と
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
短
い
期
間
で
頑
張
っ
て
も

ら
い
、勇
気
と
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市長に駅伝の結果報告を行う三浦監督

剣
を
交
え
て
交
流

餅
勧
進
で
厄
払
い

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
本
選
開
催

交
通
安
全
に
向
け
て

一
流
選
手
と
汗
を
流
す

駅
伝
大
会
の
結
果
を
報
告

京
町
二
日
市
開
催



■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

【入場整理券】入場は無料です
が、入場するには入場整理券が
必要です。入場整理券は、市文
化センターなどで配布していま
す。
問市社会教育課
☎ 35‐2268

医療の発展にご協力を
献体のお願い

　献体とは、医学・歯学の大学
における人体解剖の教育・研究
に役立たせるため、自分の遺体
を無条件・無報酬で提供するこ
とをいいます。
　献体されたご遺体は、学生た
ちが医学教育の最初に履修する

「人体解剖学実習」にあてられ
ます。
　良い医者を育てるために、自
分の体を役立てたいという願い
のこもったご遺体で学習するこ
とにより、学生たちは、人体の
構造を理解すると同時に、献体
に対する感謝の気持ちとその期
待にこたえなければならないと
いう責任と自覚を持つという点
で、大きな精神的影響を受けま
す。
　医療の発展と良い医師を育て
るために、献体にご協力をお願
いします。なお、献体登録は「宮
崎大学白菊会」事務局にて随時
受け付けています。
問宮崎大学白菊会事務局（宮崎
大学医学部内）
☎ 0985‐85‐1534

県議会議員選挙立候補手続
等説明会開催

　平成 23 年 4 月 10 日に行わ
れる予定の県議会議員選挙の立
候補手続等説明会が下記のとお
り開催されます。

【期日】3 月 7 日（月）
【時間】午後 1 時 30 分～午後
4 時

【場所】小林市役所 4 階大会議
室
問市選挙管理委員会事務局
内線 421

「ふるさと就職説明会」
参加者・参加企業募集

　人材を求める県内企業と U・
I ターン希望者、新規学卒者の
出会いの場として、県外 3 会
場で就職説明会を行います。
●東京会場

〔期日〕4 月 23 日（土）
〔場所〕都道府県会館 1 階
●大阪会場

〔期日〕5 月 14 日（土）
〔場所〕大阪駅前第 3 ビル 17
階
●福岡会場

〔期日〕5 月 28 日（土）
〔場所〕天神ビル 11 階
【開催時間】各会場午後 1 時～
午後 4 時（受付午後 12 時～）

【対象者】U・I ターン就職希望
者、新規大学等卒業予定者

【参加企業】県内で就業する人
材を募集する企業（参加企業は、

宮崎県庁ホームページ「http：
//www.pref.miyazaki.lg.jp）」で
ご確認ください。

【参加料】無料
問県地域雇用対策室
☎ 0985‐26‐7105

女性相談員を募集します

　市総務課人権啓発室では、下
記のとおり女性相談員を募集し
ています。
◆女性相談員　1 人

【業務内容】配偶者からの暴力
等（ドメスティック・バイオレ
ンス）をはじめ、あらゆる相談
受付・支援業務

【必要な資格】カウンセラー等
の有資格者で実務経験のある者

【雇用期間】平成 23 年 4 月 1
日～平成 24 年 3 月 31 日

【報酬】日額 7,450 円
【勤務日数】週 4 日
【勤務時間】午前 9 時～午後 4
時

【勤務場所】総務課人権啓発室
（女性相談所）

災害への備えを

1 月の活動状況 火災 1件 年計 1件
［えびの消防署管内］ 救急 63 件 年計 63 件

　先月 26 日に新燃岳で噴火が発生し、その後爆発的噴火
（約 52 年ぶり）を観測、小規模な噴火や火山性微動が継

続的に続いています。
　毎日のように噴煙をあげ、火山灰による被害が懸念さ
れています。また、風向きによっては、えびの市内に降
灰の可能性があります。大きな空振も発生しており、降
雨時には泥流や土石流に注意が必要です。市民の皆さん
も新聞やテレビの報道で警戒されていると思います。
　さて、昭和 43 年 2 月 21 日はえびの地震が起きた日です。
　「災害は忘れたころにやってくる」といいますが、地震
に対する備えもしておきたいものです。
　日ごろから非常持出品の準備や避難先の確認をしてお
きましょう。

1 月の交通事故 人身 9件 年計 9件
　発生状況 物件 30件 年計 30 件

　平成 20 年 6 月の道路交通法改正で、後部座席のシート
ベルト着用が義務化されています。
　宮崎県の一般道路での後部座席同乗者のシートベルト
着用率は、14.7 パーセント（平成 22 年 10 月調査）です。
　全国の後部座席同乗者シートベルト着用率の平均は
33.1 パーセントなっています。
　宮崎県の後部座席同乗者シートベルト着用率は、全国
平均に比べ 18 ポイントも低く全国最下位です。
　交通事故にあった場合、車内に安全な場所はありませ
ん。運転席や助手席ばかりではなく、後部座席を含めた、
『全席シートベルト着用』

に心がけましょう。

全席シートベルトの着用を

県から市へ権限と事務が移
譲されます

　平成 23 年 4 月 1 日より、特
定非営利活動法人（NPO）の
設立認証等に関する事務、未熟
児の訪問指導に関する事務（計
32 事務）が県から市へ新たに
移譲されます。
　これは、「宮崎県権限移譲推
進方針」に基づくもので、地域
住民に身近な行政はできる限り
市町村で担うことが求められて
いる中、県から市町村へ権限と
事務の移譲を進めているもので
す。今回の移譲で、えびの市の
移譲事務数は、273 事務にな
ります。（4 月 1 日以降）
●新たに移譲される事務
▽企画課

【内容】特定非営利活動法人の
設立認証、定款変更の認証、事
業報告書等の受理および閲覧等
の 30 事務

【根拠法令】特定非営利活動促
進法
▽健康保険課

【内容】未熟児の訪問指導、訪
問指導の継続の 2 事務

【根拠法令】母子保健法
問市企画課振興係
内線 325
問市健康保険課市民健康係　
内線 281・283

パープルダイヤル
～性暴力・DV電話相談～

　配偶者の暴力などに苦しんで
いる方々が一刻も早く支援につ

ながるよう下記の電話相談（配
偶者暴力等被害者支援緊急対策
事業）を行います。
　24 時間の電話相談を行い、
相談者の一人ひとりの状況に応
じた支援窓口を紹介します。必
要に応じて支援員が支援窓口ま
で付き添いを行い、確実に支援
の窓口につなげていきます。

【相談期間】現在電話相談を受
付けています。
※ 3 月 26 日までは、24 時間
体制で電話相談を行います。
※ 3 月 27 日（日）は午後 10
時までです。

【電話名称】パープルダイヤル
【電話番号】0120-941-826（フ
リーダイヤル：無料）

【相談対象】①配偶者等からの
暴力の被害に関する相談
②性暴力の被害に関する相談
※女性に限らず、男性もご相談
ください。
※外国人相談者には、外国語の
できる電話相談員が折り返し電
話して対応します。
問内閣府男女共同参画局
☎ 03‐5253‐2111

ご覧ください。影絵劇

　市社会教育課では、世代間交
流鑑賞事業として影絵劇を行い
ます。
　子どもから高齢者まで世代を
越えて楽しんでみませんか。市
民の皆さんのたくさんの参加を
お待ちしています。

【期日】3 月 12 日（土）
【演目・時間】
○「三枚のおふだ」

〔開場〕午前 9 時 30 分～
〔開演〕午前 10 時～
○「かぐや姫」

〔開場〕午後 1 時～
〔開演〕午後 1 時 30 分～
【会場】市文化センターホール

【その他】社会保険および雇用
保険はなし

【選考方法】書類選考（市様式
の履歴書）と面接

【面接日および場所】
○面接予定日　3 月中旬
○場所　市役所総務課
○申込手続　市指定の履歴書を
総務課人権啓発室に提出してく
ださい。

【 受 付 期 間 】2 月 21 日（ 火 ）
～ 3 月 14 日 ( 月 ) までの午前
9 時から午後 4 時まで（ただし、
土曜日・日曜日は除きます）
問市総務課人権啓発室
内線 350

おわびと訂正

　広報えびの 1 月号の「新年
のあいさつ」に誤りがありまし
た。TTP（環太平洋連携協定）
としておりましたが TPP の誤
りです。おわびして訂正します。
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の め も

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　母子保健計画「元気で笑顔！えびのっ子」は、

市民の皆さんと一緒に考えた親子の健康づくり

計画です。親と子が健やかに暮らせる社会づく

りを目指すためには祖父母や地域の人たちが一

丸となって取り組むことが重要です。

　この計画の中で、親や周りの大人の目標「お

やつの時間と量を決める」があります。幼児は

一度に食べられる量が少なく、1 日 3 回の食事

だけでは必要な栄養を満たすことができませ

ん。幼児のおやつは通常の食事で取りきれない

栄養を補うという目的があります。

　最近の子どものおやつは砂糖づけ、油づけ、

塩づけとも言われ、甘いお菓子や清涼飲料水、

スナック菓子に囲まれて生活しているのが現状

です。

　こうしたおやつを食べたい時に好きなだけ与

気に笑
って

健康
え び の

『　AED 街頭の奇跡』

　もし、あなたの目の前で、人が倒れてい
たら、あなたには何ができますか。それ
は、一早い心停止直後の救命措置が必要で
す。この本は多くの命を救った実例を基に
AED の普及と心肺蘇

そ せ い

生の講習が必要であ
ると述べています。
　また、特別付録として AED の詳しい内
容や、使用方法、心肺蘇生法の手順が写真
付きで紹介されています。あなたにも救え
る命があります。
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し
ん
し
ん
と
冷
え
こ
む
厳
寒
の
今
日
此こ
の
ご
ろ頃

、
報
道
で
見
る
新
燃
岳
の
爆
発
瞬
間
の

熱
り
に
、
不
安
と
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。
同
時
に
、
え
び
の
高
原
の
山
並
み
も
灰
色
の

雲
で
見
え
ま
せ
ん
。

　

一
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　二日市に取材に行ってきました。行ってみると案外楽し
いもので、いろいろなものに目移りし、小学生時代を思い
出しました。当時、土曜日は午前中まで授業があり、授業
が終わると友だちと二日市会場をランドセルをからいなが
ら帰っていました。いつもは 30 分で帰りつく家路がこの日
だけは、2 時間ぐらいかかっていました。次の日は、朝か
ら夕方まで会場を歩きまわっていたのを思い出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

えては、偏食、むら食い、わがままの助長、肥

満、むし歯等のトラブルを引き起こします。

幼児健診や相談の場で

①お菓子を子どもの目につく所に置かない。
②袋ごと食べさせず、少量を与える。
③飲み物はお茶か水にする。
④食事前におやつは与えない。どうしてもお腹
が空いている時はおにぎりにする。
⑤芋、トウモロコシ、果物等、糖分の少ない手
作りのお菓子をおやつにする。
等を保護者に話しています。

　これらは、子どもに関わっている全ての大人

に気をつけてもらいたい事項です。

　安心して子どもを生み、ゆとりを持って育て

ることのできる家庭や地域の環境づくりにご協

力をお願いします。

田中秀治／編
（ダイヤモンド社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）

広報えびの　1819　ebino　city　public　relations.　2011.02

今月の
納税

といった事故があります。
　中には病院で傷口を縫った事故や、つめを大きく切
った事故もありました。
　簡単に野菜が切れる分、刃の切れ味は包丁以上のこ
ともあります。刃先がわずかしか出ていないからとい
って油断せずに使いましょう。
　便利な調理器具は多く出回るようになりました。使
う前には取扱説明書をよく読みましょう。本体には表
示が少ないものもありますので説明書は捨てずに取っ
ておき、使う時には読めるようにしておきましょう。
　プロセッサーやミキサーなど必ず電源を切ってから
ふたを開けるようにしましょう。　
　料理の手伝いなどで小さな子どもが使う場合は、周
囲の大人が十分に注意しましよう。

文：くらしのアドバイザー山本靖子さん（中島区）

■中尾保健師（健康保険課）おやつの時間と量を決める

「便利な調理器具にご注意を」

◎えびの市の人口
　男性／ 10,002 人（－ 20 人）
　女性／ 11,381 人（－ 11 人）
　合計／ 21,383 人（－ 31 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,160 世帯（－ 9 世帯）

（平成 23 年 2 月１日現在）

転入／ 50 人
転出／ 49 人

出生／ 13 人
死亡／ 45 人

　ダイコンのおいしい季節になりました。
　先日、切り干しダイコンを作ろうとスライサーで
けがをしてしまいました。
　スライサーとは、プラッチックの台に刃が組み込
まれ、その上で野菜を前後に動かすことでスライス
や千切りができる道具です。
　短時間できれいにできることや包丁のように刃が
むき出しになっていないことなどから安全そうなイ
メージもあって小さな子どもが使うこともあるよう
です
　手軽さの半面、このスライサーでけがをする事故
が増加しています。

・野菜を切っている時にけがをした。
・キュウリを切っていたら短くなったのに気付かず指
を切ってしまった。

固定資産税　　　　　　第 4期
国民健康保険税　　　　第 8期
後期高齢者医療保険料　第 8期
介護保険料　　　　　　第 6期
1 月 31 日までに納めましょう。
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内
竪
梅
木
の
庚こ

う

し

ん申
塔

148

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

庚
申
待
と
は
、
道

ど
う
き
ょ
う教
の
三さ

ん
し
せ
つ

尸
説
か

ら
起
こ
っ
た
庚
申
信
仰
の
行
事
で

す
。
庚
申
の
日
に
三
猿
（
見
ざ
る
、

言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
）
の
像
を
掲

げ
、
夜
通
し
眠
ら
な
い
で
帝
釈
天
と

青
面
金
剛
と
を
祀ま

つ

り
ま
す
。

　

三
尸
説
と
は
、
庚
申
の
日
に
人
間

の
体
内
に
い
る
と
い
う
三
尸
と
い
う

虫
が
、
寝
て
い
る
間
に
天
帝
に
そ
の

人
間
の
悪
事
を
告
げ
、
天
帝
は
そ
の

悪
事
に
応
じ
て
寿
命
を
縮
め
る
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
庚
申
の

夜
、
寝
ず
に
過
ご
し
、
三
尸
が
天
に

昇
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

　

庚
申
塔
は
、
庚
申
待
を
あ
る
期
間

続
け
た
あ
か
し
と
し
て
建
立
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

真
幸
地
区
の
内
竪
梅
木
に
庚
申
塔

が
あ
り
ま
す
。
え
び
の
市
内
に
あ
る

庚
申
塔
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
然
石
で

す
が
、内
竪
梅
木
に
あ
る
庚
申
塔
は
、

石
造
り
の
五
重
塔
の
様
な
形
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
庚
申
塔
の
建
立
年
月
日
は
、

貞
享
五
天
戌
辰
（
一
六
八
八
年
）

十
一
月
九
日
で
、
庚
申
塔
に
は
建
立

者
の
氏
名
も
多
数
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

庚
申
塔
の
前
面
に
、「
願
以
此
功

徳　

普
及
於
一
切　

我
等
興
衆
生　

皆
共
成
佛
道
」（
此
の
功
徳
を
以
て

　

一
切
に
普
及
し　

我
等
し
衆
生
と

　

皆
共
に
佛
道
と
な
る
こ
と
を
願

う
）
と
文
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

真
幸
町
郷
土
史
に
は
「
庚
申
は
迷

信
上
風
邪
の
神
様
、
百
日
咳ぜ

き

の
神
様

と
し
て
戓あ

る

ひ
は
、
得
体
の
知
れ
ぬ

路ろ
ぼ
う傍
の
怪
石
と
し
て
一
部
の
人
間
の

関
心
を
引
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、

町
内
に
か
く
も
多
数
あ
り
、
又ま

た

相
当

大
き
な
自
然
石
や
人
口
石
を
使
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
住
時
は
村

内
の
人
々
の
生
活
と
極
め
て
密
接
な

関
係
が
あ
っ
て
政
治
的
に
も
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
按あ

ん

ず
る
に
庚
申
と
い
う
も
の
は

村
内
の
安
全
繁
栄
、
悪
疫
（
特
に
天

然
痘
）
流
行
の
予
防
、
又
は
終

し
ゅ
う
そ
く熄

を

願
う
意
味
か
ら
祀ま

つ

た
も
の
で
あ
ろ

う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
教
辞
典
で
は
「
庚
申
と
は

庚こ
う
し
ん
ま
ち

申
待
に
祭
る
神
の
名
、
青
面
金
剛

の
変
化
身
と
い
う
。
こ
れ
は
、
干
支

の
称
で
あ
る
が
、
古
く
仏
教
の
迷
信

よ
り
起
り
後
佛
教
の
帝
釈
天
、
青
面

金
剛
等
の
信
仰
と
混こ

ん
こ
う淆
し
今
も
尚な

お

、

俗
間
に
崇
拝
せ
ら
る
る
神
で
あ
る
」

内竪梅木にある庚申塔

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


